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消費税率の引上げに際し、特定芸業者による消費税の転嫁拒否等の行為を迅速かつ効果的に是正するため
の特別措置など、所要の法整備を講することにより、消費税の円滑ア〕`つ適正な転嫁を確保することを目的と
した「消費税転嫁対策特別措置法」が加工されてしヽます。
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③消費税の転嫁拒否等の行為の是正に関する特別措置 (減宮員・買いたたきの禁止等)

①消費税の転女家を阻害する表示の是正に関する特別措置
③価格の表示 (外税表示、税抜価格強調表示)に関する特別措置
③ 肖費税の転嫁及び表示の方法の決定に係る共同行為 (転嫁・表示カルテル)に関する特別措置
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《消費税率の引き上Iデにあたり、「表示Jについて注意するポイント≫

1.消費税を転嫁していない旨の表示

2。消費税を減額する旨の表示

3.消費税に関連して経済上の

利益を提供する旨の表示

1.「総額表示」の具体的な例
皿

2.「税抜表示Jの具体的な例 (特例)

※こオ■らのように、税抜価格であることをB電確にするなど、税込み価格であると誤認されないための措置を講じていれば、税込価
格を表示しなくても良いという特例です。

※総額表示義務lEk消費者の利便のためtこできた制度ですので、この1寺伊じを使つて税込価格を表示しない場合であつても、平成
29年3月 81日までに総額表示へ戻す必要があります。

最低 賃 が改定されました !
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昨年の 10月 30日に、広島県三次市に飯南町交流
物産館がオープンしました。

飯南町商工会も参画し、特産品や農産品、地域食材、
観光、歴史文化等の情報発信を展開しています。是非、
お立ち寄りください。

0坂南町商工会 本所 〒690ぃ3513島根県飯石郡飯南町下赤名8フアー1

TEL(0854)76‐ 2118

J5D二

島根で戯くすべての方へ確認しましょう!最低賃金
パートやアルバイトなどの層用形態にも適用されます !

飯南町交流物産館

あ い

支援センター 〒690‐3207島根県飯石郡飯南町頓原2212‐ 3
TEL(0854Ⅲ フ́)‐o9o7

消費税に関連する韓″J形でのこ安爾り震信や広告を行うことが黎止されています。

消費税は転嫁しません 消費税1よ当店が負担します。

消費税はサービスします

消費税率上昇分を値引きします

消費税相当分ポイントを付与します

消費税相当分の商品券を提供します

価格表示は、原則「総題表示Jですが、特伊Jが設けられ奮す。

10,800円 (うち消費税額等800円 )

1()at,9田 〈悦温 , 10,800円 (税抜価格 10,000円

10000謝 (税館,

101000円 (税込10t800円 )

島 祖 最 低 賃 金 664円 12円 25911.6

製鋼 。製鋼圧延業、鉄素形材製造業 775円 12円 25.12.14

はん用機械器具、生産用機械器具、
業 務 用 機 械 器 具 製 造 業

761円 11円 25.12.27

電 子 部 品 。デバ イス 。電 子 回 路 、
電気機構器具、情報通信機械器具製造業

707円 7円 25。 12.29

自 動 車・ 同 附 届 品 製 造 業 760円 9門 25。 12.27

百 貨 店 、 総 合 ス ー パ ー 704円 22.12.12

産
業
別
最
低
賃
金

自 動 車 (新 車 )小 売 業 732円 12円 25。 12.28
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平
職
２６
年
慶
第
３
口
断
面
町
蘭
工
会

通
常
絡
雲
０
ご
棄
向

平
成
２６
年
度

第
８
回
飯
南
町
商
工
会
通
常
総
会
を
５
月
２６
日
に
樹
催

い

た
し
ま
す
。

会
員
の
皆
様
に
は
時
節
柄
何
か
と
ご
多
忙
の
こ
と
と
は
存
じ
ま
す
が
、
万

障
御
繰
合
せ
の
上
ご
出
席
を
賜
り
ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
中
し
上
げ

ま
す
。

【日
　
　
時
】

平
成
２６
年
５
月
２６
日

（月
）
午
後
３
時
か
ら
　
　
　
　
　
ヽ

【開
催
場
所
】

頓
原
　
や
ま
な
み

【総
会
提
出
議
案

（予
定
こ

○
平
成
２５
年
度
事
業
報
告
及
び
決
算
書
、
賃
借
対
照
表

並
び
に
財
産
目
録
の
承
認
に
つ
い
て

○
平
成
２６
年
度
会
費
の
賦
課
額
及
び
徴
収
方
法
の
承
認
に
つ
い
て

○
平
成
２６
年
度
事
業
計
画

（案
）
及
び
収
支
予
算

（案
）
の
承
認
に
つ
い
て

○
平
成
２６
年
度
借
入
金
最
高
限
度
額
等
の
承
認
に
つ
い
て

○
平
成
２６
年
度
更
生
予
算
の
理
事
会

一
任
に
つ
い
て

※
総
会
の
出
欠

「
は
が
き
」
は
近
日
中
に
お
届
け
し
ま
す
が
、
委
任
状
に
つ

い
て
は
、
白
紙
委
任
状
が
相
当
数
あ
る
，の
で
、
委
任
者
を
記
入
し
て
い
た

だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
（県
連
の
指
導
監
査
で
指
摘
あ
り
）

ま
た
、　
一
人
の
委
任
は
４
人
ま
で
と
な

っ
て
い
ま
す
の
で
、
総
会
に
多
数

の
出
席
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

全国健康保険協会(協会けんぼ)島根支部からのお知らせ

健臣保険料率 (島根支部)

現 行

※健康保険料率|よ、都道府県ことに設定されています。(全国平均:10000′′。)
※40歳から64歳までの方(介護保険第2号被保険者)は、健康保険料率に介護保険料率んくカロわります。
※任意継続被保険者の方は、平成26年4月分から料率が変わります。
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厳しい経済状況の中ではありますが、加入者 C事業主の皆さまには、
このようなご負担につきまして、何とぞ晉理解をいただきますようお願い申し上げます。
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介藤保険料率 (全国―律)

平成26年3月分～

高齢者医療をはじめとした
医療保険制度の見直し

現 行

協会けんぽに対する
国庫補助率の引き上げ

平
成
２５
年
度

先
進
地
視
察
研
修

１
月
２０
日
か
ら
舞
日
に
か
け
て
、
長

野
県
駒
ケ
根
市
の

「
つ
れ
て
っ
て
カ
ー

ド
協
同
組
合
」
に
視
察
研
修
に
行
き
ま

し
た
。

今
回

の
研
修

に
は
、
と
ん
ば
ら
夢

カ
ー
ド
会
、
あ
か
ぎ
ス
タ
ン
プ
会
、
そ

し
て
行
政
担
当
課
か
ら
も
ご
参
加
を
い

た
だ
き
実
施

い
た
し
ま
し
た
。

視
察
先
の

「
つ
れ
て
っ
て
カ
ー
ド
協

同
組
合
」
で
は
、
そ
れ
ま
で
実
施
し
て

い
た
商
店
で
使
え
る
ポ
イ
ン
ト
カ
ー
ド

を
ｌ
Ｃ
チ
ツ
プ
の
付

い
た
カ
ー
ド
に
変

更
し
、
利
用
で
き
る
範
囲
を
行
政

・
金

融
機
関

・
医
療

・
福
祉

・
交
通
の
分
野

に
ま
で
広
げ
る
こ
と
で
利
便
性
を
向
上

さ
せ
、
近
隣
町
村
ま
で
巻
き
込
ん
だ
事

業
展
開
を
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

現
在
の
飯
南
町
は
少
子
高
齢
化
や
購

買
力
の
域
外
流
出
、
交
通
量
の
減
少
と

い
っ
た
商
業
者
に
と

っ
て
は
非
常
に
厳

し
い
経
営
環
境
に
あ
り
ま
す
が
、
２
つ

の
カ
ー
ド

・
ス
タ
ン
プ
会
が
地
域
活
性

化
の
た
め
努
力
し
て
お
ら
れ
ま
す
。
ま

た
飯
南
町
商
工
会
で
も
今
後
の
商
業
を

考
え
る
協
議
会
を
立
上
げ
て
検
討
を
始

め
て
い
る
こ
と
か
ら
、
非
常
に
興
味
深

く
お
話
を
聞
く
こ
と
が
で
き
、
当
初
予

定
し
て
い
た
時
間
を
３０
分
程
オ
ー
バ
ー

す
る
内
容
の
濃
い
研
修
が
で
き
ま
し
た
。

今
回
の
視
察
研
修
を
参
考
に
し
な
が

ら
商
工
会
に
お
い
て
引
き
続
き
今
後
の

商
業
活
性
化
に
向
け
た
検
討
を
実
施
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

〔お問い合わせ先】全国健康保険協会島根支部 企画総務グループTEL 0852‐ 59‐5140

「所得税法の一部を改正する法律により、印紙税法の一部が改正され、平成26年 4月 1国以
降に作成される「金銭又は有価証券の受領書」に係る印紙税の非課税範囲が拡大されました。

一
帯

・

・一一・一
一
一一一
一

ｉ・　
　
一
・
一
・．・

ｉ一
〓一
ｉ

平成26年3月分(4月織付分)かう
建離保険料率は据え置きますが介霞保膜料率が変わります

据え置き10.00%
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現在、「金銭又は有価証券の受領書」について|よ、記載された受領金額が3万円未満のもの
が非課税とされていますが、平成 26年 4月 1日以降に作成されるものについては、受取金額
が5万円未満のものについて非課税とされることとなりました。

※「金銭又は有価証券の受領書」とは
「金銭又は有価証券の受領書」と|よ、金銭又は有価証券を受領した者が、その受領事実を証

明するために作成し、相手方に交付する証拠証書をいいます。
したがって、「領収証」、「領収書」、「受取書」や「レシー ト」はもちろんのこと、金銭叉|よ

有価証券の受領事実を証ll月するために請求書や納品書などに「代済」、「相済」、「了」などと記
載したもの、さらには、「お買上票」などと称するもので、その作成の目的が金銭又は有価証
券の受領事実を証明するために作成するものであるときは、金銭又は有価証券の受領書に該当
します。
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５
月
■

・
１２
日
伊

丹
市

に
お

い
て

「伊
丹
緑

化

フ

ェ
ア
」
に
参
加

い
た
し
ま
し
た
。
ヤ

マ
メ

の
塩
焼
き
を
実
演
販
売
し
ま
し
た
。

５
月
１９
日

「
ボ
タ
ン
祭
り
」
に
出
店
し
ラ
ー

メ
ン
の
販
売
を
行

い
ま
し
た
。

７
月
６
日
に
は

「半
夏
ま

つ
り
」
に
お

い
て

焼
肉
店
を
行

い
ま
し
た
。

７
月
２７
日
の

「と
ん
ば
ら
ふ
る
さ
と
夏
祭
り
」

に
お
い
て
は
、
ベ
ー
コ
ン
・か
ら
あ
げ
・た
こ
や
き

，

綿
菓
子

・
か
き
氷

・
ヨ
ー
ヨ
ー
釣
り
等
を
行

い
ま

し
た
。

９
月
１４
日
に
は
婚
活
事
業
と
し
て

「
恋

に
イ

ソ
ガ
シ
ン
ジ

ヤ
ー
」
を
開
催
。
５
組

の
カ

ッ
プ

ル
が
誕
生

い
た
し
ま
し
た
。

９
月
２８
日
に
は

「
雲
南
ブ
ロ
ッ
ク
研
修
大
会
」

が
開
催
さ
れ
主
張
発
表
大
会

，
講
演
会
等
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

１０
月
２７
日
に
行
わ
れ
た

「
来
島
文
化
祭
」
で

は
ス
ペ
ア
リ
プ
を
販
売

い
た
し
ま
し
た
。

１
月
１８

・
‐９
日
に
広
島
市

で
行
わ
れ
た

「
島

根
ふ
る
さ
と

フ
エ
ア
」
で
は
飯
南
町

の
特
色
を

出
し
、
飯
南
町
産
の
豚
肉

・味
噌
・リ
ン
ゴ
ジ

ユ
ー

ス

・
唐
辛
子
を
使
用
し
た
特
製

ス
ペ
ア
リ
ブ
の

販
売
を
行

い
ま
し
た
。
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女

性
部
コ
ー
す
卜

活

動

報

告

と
ん
ば
ら
ふ
る
農
Ｈ
鍛
り

、
７
序
２７
」

（土
）
と
ん
ば
ら
示
な

里
夏
祭
り
が
開
催
さ
れ
い
今
年
も

女
性
部
は
、
一正
副
部
長
と
頓
尿
地

区
の
皆
さ
ん
に
赤
来
地
区
の
常
任

委
員
さ
ん
と
で
、
恒
側
の
焼
き
そ

ば
，
ァ
メ
リ
カ
ン
ド
ツ
グ
に
ァ
ラ
イ

ド
ポ
テ
ト
ー
チ
キ
ン
ナ
ゲ
ノ
ホ
に

焼
き
む
す
び
、
ビ
ト
ル
・ジ
ユ
ー
ス
・

・焼
吋
に
、
今
年
は
井
ロ
ン
と
パ
イ
ン

ナ
ツ
プ
ル
の
申
刺
げ
―
令
た
ぐ
冷

ギ
し
て

（凍
ら
せ
て
…
）
い
た
の
で
、

暑
い
夜
に
は
モ
ィ
ア
コ
ィ
の
新
商

品
だ
つ
た
よ
チ
で
す
。
作
う
た
も
の

は
す
べ
て
完
売
―
昨
年
苦
戦
し
て

作
っ
た
焼
き
む
す
び
も
今
年
は
ス

ム
■
ズ
に
出．
来
た
よ
う

で
い
味
も

ま
ず
ま
ず
…
来
年
は
違
う
味
に
も

チ
ヤ
レ
ン
ジ
ー
す
る
の
か
ど
う
か

は
＾
ま
だ
定
か
で
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
い
ろ
い
ろ
案
を
Ｈ
ｔ
合
つ
て
い

ま
す
。
少
し
ず
つ
で
は
‥あ
つ
て
も
、

女
性

郎

ら
し

い
商

品

を
販

売

で
暮

る
と

良

い
と

思

い

ま
す
ｔ≡

ビ
哺
チ
ボ
…
ル
六
察

浜
岡
市
金
城
町
で
９
丹
１
日

（Ц
）
に
身
根
県
商
工
冬
女
性
都
親

陸
ビ
ー
チ
ボ
ー
ル
大
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
、。
　
　
．　
　
　
　
・

毎
年
の
こ
と
で
は
あ
り
ま
す
が
、

最
初
の‥
練‥
習
で
は
、
ス
ト
レ
ッ
チ
の

段
階
か
ら
体
が
痛
↑
て
大
騒
ぎ
…

い
か
に
毎
日
が
運
動
不
足
か
…
と

思
い
知
ら
さ
れ
る
時
期
で
す
が
、

大
会
ま
で
に
■
回
の
練
習
を
重
ね

本
番
を
迎
え
ま
し
．た
α
当
日
応
援

に
参
加
し
て
い
た
だ
い
た
部
員
も

‥あ
り
練
習
以
上
の
チ
ー
ム
ワ
十
ク

で
一
致
圏
織
―
チ
ー
Ａ
名
は
ク
い
～

に
ゃ
ん‐
Ｔ
と

ヤリ
ん
ご―
つ
予＞
優
勝

こ
そ
逃
し
ま
し
た
が
Ｅ

い
～
に
ゃ

ん
生
夕
ｒ
ム
は
み
ご
と
３
位
！
ゲ叫

ん
ご
っ
一＞
は
特
別
賞
を
い
た
だ
き

ま
む
た
。

料
理
隔
習
雲

昨
年
に
引
き
続
き
石
橋
栄
養
士

さ
ん
と
講‥
師
に
お
括
よ
し
、
併
か
ん

た
ん
レ
ン
ピ
～

″
お
も
て
な
し
分
と

題
し
、

１０
種
類
の
メ
ニ
ュ
■
に
挑
戦

ｔ
ュ
じ
た
。
皆
さ
ん
の
協
力
で
２
時

間
ち
ょ
っ
と
で
試
食
片
づ
け
ま
で
完

了
し
ま
し
た
。
参
加
者
の
皆
さ
ん
は

簡
単
に
で
き
て

米

養

耐

主
―

染
し
い
時
間
が

過
ご
せ
た
の
で

は
な
い
で
し
ょ

う
か
．

衛
年
歳

２
月
８
日

（月
）
飯
南
町
商
工

会
女
性
部
を
な
っ
て
初
め
て
初
詣

を
計
画
し
ま
し
た
わ

・
参
加
者
は
郷
名
程
度
で
し
た
が
、

題
面
牲
丹
組

牡
丹
組
は
毎
週
水
曜
日
の
練
習
を

頑
張
っ
て
い
ま
す
巧

昨
年
は
、
掛
合
の
祭
ヶ
に
参
加

し
た
り
、
え
が
お
の
里

，
愛
寿
園

へ
の
施
設
訪
問
を
し
ま
し
た
。

み
な
さ
ん
、
掛
け
声
を
か
け
て

い
た
だ
い
た
り
、
手
を
振

っ
て
い

た
だ
い
た
り
…

え
が
お
の
里
で
は
｛
利
用
者
の

方
か
ら
花
束
を
い
た
だ
い
た
り
…

後
日
お
礼
状
ま
で
い
た
だ
き
、
牲

一丹
組
メ
ラ
バ
ー
お
感
激
し
た
と
こ

ろ
で
す
。

今
年
は
、
５
月
に
開
催
さ
れ
る

ぼ
た
ん
祭
り
で
、
ぼ
た
ん
ま
つ
り

実
行
委
員
会
協
賛
に
よ
り
よ
さ
こ

い
競
演
大
会
を
計
画
中
で
す
コ

女
性
部
員
の
皆
様
を
は
じ
め
商
エ

会
長
の
皆
様
に
は
、
何
か
と
ご
協
力
を

お
願
い
す
る
よ

う
に
な
る
と
思

い
ま
す
が
、
よ

る
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

い ぞ ん 玉ら
叶

い
石

へ
受
け
た
パ
ワ
ー
で
良

い
１
年
に
な
り
ま
す
よ
う

に
…

こ
の
後

は
、
玉
造
　
長
生
閣

で

ご
馳
走
を

い
た
だ
き
、
一方
ラ
オ
ケ

も
楽
し
み
い
温
泉
に
つ
か
り
…
あ

つ

と

い
う
間
の
ひ
と
時
を
過
ご
し
ま

ｔ
上
。　
‐

　
こ

作
湯
神
社

へ
参
拝
し
、
み
な
さ

ク叶
い
石
″
を
買
い
求
め
、
そ
れ

れ
の
思
い
を

″願

い
石
″
に
お
願

さ
れ
た
よ
う
で
す
。
願
い
石
か

主
　
食

◆
ツ
ナ
炊
き
込
み
ご
飯

◆
う
，
メ
ン
で
か
ん
た
ん
チ
デ
ミ

主
　
菜

◆
豚
肉
ほ
う
れ
ん
草
巻
き
サ
ラ
ダ
風

お
ろ
し
ド
レ
ツ
シ
ン
グ
か
け

◆
チ
キ
ン
ロ
ー
ル

●
サ
パ
の
韓
団
薫

◆
ミ
ル
ク
茶
碗
蒸
し

副
　
菜

◆
切
千
大
根
た
ら
こ
炒
り
煮

◆
長
芋
コ
ー
グ
ル
ト
サ
ラ
ダ

◆
き
ゅ
う
り
の
中
華
ク
ラ
ゲ
あ
え

デ
ザ
ー
ト

◆
り
ん
ご
の
コ
ン
ポ
ー
ト
ヨ
ー
グ
ル

ト
か
け


